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乗務記録から業務記録へ
～運転以外の全ての業務の記録が完全義務化になりました～

～～

秋田県貨物自動車運送適正化事業実施機関

これまでの「車両総重量８トン以上または最大積載量５トン以上の車両」から「全車
両」対象になりました。なお、荷待ち時間については荷主都合で３０分以上待機した
時は記録対象になります。

【関連法令等】
・貨物自動車運送事業輸送安全規則 第８条(業務の記録)

これに伴い、運行管理規程を改定する必要があります！

【重 要】

秋田県貨物自動車運送適正化事業実施機関

※サンプルを今月中に適正化ＨＰの帳票類に掲載予定です。

クリック

荷待時間や荷役作業・附帯業務の「業務記録」への記録義務の対象が、全車両に拡大

右向き指示マーク単色塗りつぶし 

クリック

https://laws.e-gov.go.jp/law/402M50000800022#Mp-Ch_2-Se_3
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/content/000343932.pdf
http://www.ata.or.jp/tekisei/7_report/index.html
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/content/000343932.pdf
https://wwwtb.mlit.go.jp/kinki/content/000343932.pdf
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